
時
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夜
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人

情

山

崎
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自

G

J

U

い
一

弘

4，
月
一

A
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滋
干
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行政管理担当

五巾設施

係

変

段

附

加

入

係
係
係
係

務
引
刑
事
養

成

金

氏

栄

謀

議

寺

慈

市
は
、
二
十
…
役
紀
に
向
け
た
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
四
月
一
臼
か
ら
大
幅
な
行
政
り
ま
す
。
除
市
開

@
巾
良
部
の
一
文
話
連
安
全
線
を
…
退
路
一

機

構

改

革

を

実

施

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

機

構

改

革

は

、

一

二

月

定

例

市

議

会

に

提

案

一

部
へ
移
し
、
夫
摂
茎
施
設
の
整
吟

l
i

訪
れ
て
い
た
も
の
で
、
…
…
一
月
十
一
一
日
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
妻
、
議
改
革
に
合
わ
せ
て
庁
警
奪
回
り
ま
す
。
ほ
叫

舎
の
配
選
転
換
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
経
済
部
が
新
し
く
設
け
た
資
原
分
庁
舎
(
沼
公
害
セ
ン
③
環
境
部
健
康
調
印
の
保
健
業
務
を
下

デ
)
へ
、
体
育
課
が
総
会
事
塚
球
場
事
務
所
長
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

夏

f

時
間
刊
訂
ド
河
川
い
と
保

2
2

な
さ
ん
、
市
役
所
者
訪
れ
る
僚
は
、
よ
く
用
務
先
を
確
認
し
て
か
ら
お
出
掛
k

@
市
口
氏
部
の
勤
労
会
館
を
経
済
部

現
住
の
行
政
機
構
は
、
昭
和
五
合
・
連
燐
強
化
」
、
そ
し
て
「
市
各
捨
選
室
の
充
実
を
鴎
り
ま
す
。
へ
移
し
、
産
業
振
興
と
勤
労
…
行
政
守

十
八
年
に
低
成
長
経
済
と
い
う
状
民
に
親
し
み
ゃ
す
い
機
構
。
名
③
一
重
占
課
題
の
対
応
と
し
て
は
、
の
一
強
化
を
図
り
ま
す
。
儲
係

況
の
中
で
整
備
さ
れ
、
新
平
塚
市
称
」
を
一
掲
げ
て
い
ま
す
。
リ
川
i
サ

イ

ド

プ

ラ

ン

、

マ

リ

ン

{

軸

開

幕

制

の

譲

}

育

金
係

係

教

給

総
合
計
厨
(
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ン
公
)
{
一
留
意
…
審
議
の
推
進
体
制
の
轄
務
}
リ
ゾ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
水
①
縦
訓
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
理
設
鍵

が
発
足
し
た
昭
和
六
十
三
年
に
若

m山
議
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
市
政
課
の
新
設
、
立
性
行
政
を
推
進
し
、
職
員
の
流
動
的
活
用
を
図
る
経
路
内
保

干
の
見
直
し
を
行
い
、
現
在
に
至
口
氏
の
健
康
と
福
祉
の
充
実
は
大
切
す
る
女
性
行
政
推
進
案
の
新
設
そ
た
め
、
管
理
部
門
に
担
当
制
を
導
係
釘
系

っ

て

い

ま

す

。

で

す

。

そ

こ

で

、

福

祉

部

門

員

腐

り

ま

し

た

。

芝

、

情

報

公

開

入

し

ま

す

。

明

暗

満

場

し
か
し
、
一
一
十
一
世
紀
を
喜
冨
判
定
充
実
さ
せ
ま
す
。
宇
推
進
す
る
惰
審
理
諜
ゃ
、
国
②
高
部
、
総
務
部
を
一
再
編
成
三
」

に
し
た
今
、
ホ
ツ
h

プ
ラ
ン
幻
を
②
一
一
十
一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
際
化
へ
の
対
応
と
市
民
の
文
化
交
し
、
金
頭
部
、
総
務
部
、
理
財
部
課
謀
議
室

推
し
進
め
る
た
め
に
機
構
の
再
度
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
建
設
部
流
を
推
進
す
る
交
流
説
善
桑
な
ど
の
三
部
門
に
し
ま
す
。

3
t

d
i
務

見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
九
年
探
門
の
綴
織
を
再
編
成
し
、
事
業
推
も
新
設
し
て
い
ま
す
。
③
教
育
委
員
会
の
管
理
部
、
指
導
戦

り
に
大
一
輔
な
機
構
改
革
が
行
わ
れ
浮
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
{
間
選
議
務
の
融
公
?
連
携
強
化
〕
部
を
再
編
成
し
、
管
理
部
、
学
校

ま
し
た

0

9

蛍
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
①
建
設
四
郊
を
再
編
威
し
、
都
市
教
育
誌
、
社
会
教
育
部
の
一
一
一
部
門

今
回
の
機
構
改
革
の
視
点
は
、
る
た
め
、
高
度
情
報
化
後
進
室
を
計
鐙
部
、
都
市
整
備
部
、
道
路
に
し
ま
す
。

「
当
面
行
う
桑
占
一
事
業
の
推
進
体
情
報
政
策
課
、
高
齢
化
社
会
対
策
部
、
河
川
下
水
道
部
の
四
部
と
し
庁
舎
内
の
配
霊
は
、
一
一
面
で
紹

制
の
整
備
」
と
吋
関
連
事
務
の
統
室
を
福
祉
援
策
諜
と
す
る
な
ど
、
て
、
関
連
事
務
の
連
携
強
化
を
留
介
し
ま
す
。
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(2) 第 488努

い
つ
、
ど
こ
で
交
通
事
般
に
あ
一

う
か
わ
か
な
い
今
日
、
ひ
と
た
び
一

事
故
に
あ
う
と
、
本
人
の
み
な
ら
一
済
制
度
を
設
け
、

ず
家
族
の
方
々
の
家
庭
生
活
に
も
一
と
き
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
る
。

大

き

な

打

撃

を

与

え

て

し

ま

う

こ

一

ご

家

族

で

加

入

を

。

青

少

年

課

で

は

、

青

年

フ

ェ

ス

と

が

多

い

。

一

マ

加

入

で

き

る

万

市

内

に

住

M

テ
イ
パ
ル
(
八
月
二
十
三
日
、
総

そ

こ

で

、

市

で

は

失

返

事

般

に

一

埜

足

踏

ま

た

は

外

国

人

賢

一

録

を

し

マ

一

合

公

開

問

)

の

ス

タ

y
フ
を
募
集
し

あ

コ

た

と

き

に

、

市

民

の

み

な

さ

一

い

る

方

一

て

い

る

。

り
J

一
マ
対
象
と
な
る
事
故
田
内
で
発
一
一
一
月

L
m日
臨
時
市
議
会
が
開
一
設
中
の
民
間
安
福
対
抗
人
の
老
一
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
背

口
一
一
生
し
た
人
身
事
故

(my坦
路
上
で
一
か
れ
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
や
一
人
福
祉
施
設
を
支
媛
す
る
た
め
の
一
年
が
集
い
連
帯
を
深
め
る
中
で
、

汁
一
一
の
事
政
③
電
車
な
ど
線
路
上
で
一
補
正
予
算
な
ど
十
一
案
件
が
提
案
一
助
成
費
、
平
塚
海
岸
秦
野
線
等
の
一
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

段
十
一
の
事
故
窃
船
、
飛
行
機
な
ど
で
一
さ
れ
、
審
議
の
結
栗
原
案
ど
お
り
一
日
用
地
板
宿
聞
に
伴
う
土
地
問
開
発
公
社
一
い
た
だ
こ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の

5
A
一
の
事
故
)
…
ヨ
伏
さ
れ
た
。
川
叫
決
さ
れ
た
主
な
一
へ
の
償
還
金
な
ど
の
ほ
か
、
国
有
一
で
、
今
年
で
八
回
目
。
フ
ェ
ス
テ

明
一
一
マ
共
済
期
間

5
月

1

?
平
成
一
案
件
援
の
と
お
り
。
一
地
の
払
い
下
げ
が
決
定
し
た
仮
称
了
パ
ル
の
音
量
、
実
施
な
ど

4

十一

5
年
4
月
初
日

(
4
月
1
日
か
ら
一
{
ヱ
事
務
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
一
な
で
し
こ
公
閣
・
公
民
銀
用
地
の
一
す
べ
て
青
年
の
手
で
運
営
お
れ
て

¥
ふ
一
予
約
の
加
入
を
受
け
付
け
る
)
一
三
一
本
年
度
支
払
い
主
此
の
間
山
納
金
を
一
い
る
。
這
あ
を
。

二
士
マ
共
済
掛
金
大
人
五
百
円
、
老
一
新
港
整
備
事
業
の
東
防
γ

輩
、
百
一
予
備
費
と
し
て
計
と
し
た
。
一
玄
仙
募
資
格
市
内
に
お
住
ま
い

二
三
人
(
向
歳
以
4
1
3

・
身
体
障
害
一
防
波
堤
工
事
に
つ
い
て
、
思
庫
補
一
こ
の
結
果
、

A
品
の
-
般
会
計
一
お
勤
め
、
ま
た
は
翠
干
し
て
い
る

一
一
一
一
者
・
精
建
痔
弱
者
一
一
宮
内
小
人
一
助
対
象
一
一
事
業
費
の
追
加
決
定
が
あ
一
予
算
補
正
競
は
二
十
八
億
三
点
一
高
校
生
か
ら
お
歳
ま
で
の
方

一
一
一
(
中
学
生
以
下
)
一
一
奈
川
一
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
事
業
紘
一
百
万
円
と
な
り
、
既
定
予
算
と
合
一
寸
募
集
人
員

7
人
(
選
考
)

二
一
マ
共
済
見
舞
金
百
万
円

1
1濁
一
追
加
の
契
約
査
を
し
た
も
の
つ
一
わ
せ
る
と
六
百
九
十
四
億
七
千
八
一
マ
応
募
出
制
限

3
5日
(
土
)

一
間
以
土
1
か
月
未
満
の
際
部
の
一
門
一
援
護
引
の
拙
謹
予
算
〕
一
百
一
一
一
十
方
円
と
な
っ
た
。
マ
応
募
先
青
少
年
課
(
青
少
」

一

治

療

を

必

憂

と

す

る

傷

害

十

三

五

け

一

今

一

同

の

補

正

予

算

一

回

、

現

在

建

会

館

内

・

重

一

安

七

O
一
一
九
)

平
塚
市
は
今
勾
の
凶
月
一
打
で
市
制
施
行
六
十
均
年
を
辺
え
る
。
出
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
む
効
)
に
ハ
任
問
、
氏
。
υ、
需
品
お
一
(
内
線
的
一
マ
瓦
)

と
六
j

均
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
年
間
を
過
し
て
記
念
行
事
を
間
河
川
悦
し
て
い
く
。
な
お
、
こ
り
(
市
一
心
州
の

f

万
は
勤
務
先
名
、

4
3

一
を

G

ご
で
引
此
念
式
典
の
ア
グ
ラ
タ
ン
ヨ
ン
に
入
場
を
希
望
さ
れ
る
芝
、
総
化
ま
つ
り
の
イ
べ
亡
雪
主
人
心
一
つ
一
ス
、
一
号
一
警
官
緑
化
教
譲
治

塚
市
浅
間
同
町
9

1

戸
塚
市
総
一
一
〉
け
時

S
H
2
日

(f)

り

に
参
加
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集

rる
こ

と

に

な

っ

た

。

お

中

し

込

み

を

。

告

R
E菩
宅
一
3
U
O
司
ド
ヨ
ヨ
一
)
号
3
ト

1
F
3
h
i

新

£
子
高
不
手
で
け
芯
6
f
μ

句
N

争
(
…
日
仏
以
王
1

1

u

r

H

4

f

i
耐
苅

平
塚
市
は
昭
和
七
庁
別
バ
一
口
一
る
ほ
か
、
七
ず
ま
つ
り
、
序
業
主
一
円
〉
け
阿

4
汀
5
リ
(
け
い
(
内
線
一
つ
)
へ
り
一
日
〉
会
場
掛
川
台
公
開
野
外
ス
テ
l
一
一
校

横
浜
市
一
同
情
須
賀
市
、
川
崎
市
に
一
つ
り
な
ど
も
行
事
長
豆
大
、
だ
主
@
式
典
主
出
時
1
1
0
持

主

:

:

〉

一

ジ

(

雨

天

の

と

き

は

総

合

体

怠

出

…

識

次
い
で
、
神
奈
川
県
F
で

第

喜

一

さ

せ

て

お

祝

い

す

る

こ

と

に

レ

て

つ

ア

ト

一

ア

ク

シ

ョ

ン

午

後

]

尚

一

続

行

ま

ぐ

り

一

会

議

室

)

二

関

君

事

長

官

、

今

年

で

六

一

い

る

。

一

1

3
持

一

参

加

者

募

集

一

v量
二

百

人

主

義

一

一

一

軒

↓

国

周

年

を

迎

え

る

。

…

モ

こ

で

、

ま

す

記

念

行

事

の

ス

一

円

〉

会

場

中

央

公

長

館

大

ホ

!

ル

一

一

い

〉

議

釘

神

奈

川

県

警

E
試
験
場
一
寸
は

事
必
、
今
年
が
十
位
紀
の
一
タ
i
ト
と
し
て
、
問
ハ
バ
五
日
三
一
汀
〉
定
一
…
口
一
市
内
に
お
伎
ま
い
、
ぉ
一
作
の
」
人
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い
町
一
司
一
副
総
氏
一
…
川
崎

最
後
の
周
年
で
あ
る
た
め
、
辰
吉
判
的
施
行
六
十
患
を
お
祝
い
す
一
勤
め
、
ま
た
は
遥

V-J-い
や
万
一
さ
き
わ
い
を
見
せ
る
緑
化
一
一
昨
つ
一
マ
一
ヨ
羽
詰
花
木
の
上
子
な
一
ご

た
な
康
史
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
一
る
云
弐
興
会
開
催
、
レ
、
永
伝
に
一
間
同
人
定
義
明
順
)
一
り
は
、
今
年
は
巾
制
施
刀
打
六
十
周
一
台
て
庁
一

の
契
機
」
を
理
念
に
、
一
!
一
世
一
一
わ
た
っ
て
市
殺
の
一
滝
川
肢
に
ご
協

4
7ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
存
一
年
記
念
行
事
の
「
湘
宍
い
)
ら
つ
か
一
{
フ
ラ
ワ

i
パ
レ
ー
ド
〕
一
に
あ
る
)
「

紀
へ
の
出
発
点
と
す
る
記
念
事
業
一
い
た
だ
い
た
約
tU
人
の
み
な
さ
ん
一
句
講
一
竺
マ
イ
ケ
が
拾
っ
た
い
い
…
者
ま
つ
り
舎
は
祢
と
花
の
ま
-
一
と
一
点
制
持
ね
六
↓
均
年
二
日
と
総
一
内
の
余
一
融
機

を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
絡
に
進
一
を
表
彰
す
る
が
、
可
刊
の
ア
ト
ラ
…
話
し
議
約
五
府
ム
氏
…
い
て
努
一
日
公
悩
(
丘
片
:
け
1
同
一
を
一
7
1
マ
に
、
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
一
窓
口
で
お
申
し
込
み
を
。

め
て
い
く
。
一
ヴ
シ
ヨ
ン
に
つ
い
亡
、
市
民
の
み
一
今
恒
技
神
奈
川
大
戸
応
援
問
、
一
り
)
で

2mか
れ
る
折
、
期
間
中
の
…
の
叶
ヒ
ン
ク
の
警
防
…
と
一
川

記
念
わ
事
は
年
間
十
伊
予
想
し
て
、
一
な
さ
ん
を
こ
招
待
寸
る
こ
と
に
な
一
平
塚
市
J

ヤ
勾
ー
少
女
台
湾
叫
大
混
一
行
容
の
一
つ
で
あ
る
山
同
庁
長
化
教
一
ハ
ヤ
ド
す
る
。

春

夏

秋

冬

と

大

き

く

沼

季

に

分

け

一

っ

た

。

お

申

し

込

み

を

。

一

五

一

手

己

フ

ラ

ワ

ー

!

ハ

レ

!

ト

に

委

主

マ

日

時

5
月
3
け
(
口
)
』

一
マ
巾
し
込
み
受
付

3
け
お
け
工
と
れ
る
心
を
葬
祭
す
る
。
市
内
に
一

2
符
《
)

一

(

口

、

一

お

い

円

ま

い

、

お

勤

め

、

d
J
F
し
て
一
ヤ
コ
!
ス
総
A
N
公
密
倒
的
附

一
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
一
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
安
加
一
マ
内
終
日
来
妹
、
ハ
ト
ン
、

一
(
]
人
ー
や
お
H
の
設
か
ら
一
で
き
る
。
公
溺
緑
地
課
川
護
係
一
言
ど

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

機構改革に伴い、庁舎内の費己鐙が替わる。原則として部単

f立の移動となるが、スペース街で無理な点が多く、変わらな

い課は械力現状のままとした。また庁舎が子狭なため、

として利用するごとになり、

工業政書裂が人ることになった。

再認の配軒 え は 、 今 月 末 と 4J-J 4 H CU 、 5日 (11)
にわい、 4月 6f] (!-j)から新しい丙己競場所で業務ができる

よう準備を進める。ごイイ援をお鋒"fするが、ご協力を。

]陣rmL~部、瑚財部、健康福祉部

3陪 11::国書目、総務部、都市計画部 (湘南丘陵撃情課)、

農業委員会

・4 都市計画郎、都市整備昔前{建築課)、滋路部、河川

用地課〉 道路部(交通安全課、

、都市整備Br~ (都市整備課、みどり

公園課)

公新宮宮

l階選挙管主要!委員会

2附教育費員会、

ー 3階環境部(環J

(¥'Hl'システム課)

民 健 康 保 険証で治療を変

りると、かかった資用の 7?}Ij 

をf可仏主力十主ナ/人つーとし、る。 [E1イ京

税は、このため の大切な対淑

なので、納場内に納めよう。

担!九 保険今金正車保検税係

(fメヲ線24お~~2;)O)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
〉
、
日
時
1
日
時

ハ
ハ
、
登
間
齢
、
供
託
、
淵
繰
越
相
談

4
刀
印
日
(
金
)
、
日
時
j
t
J
H

時

。
一
融
市
自
民
相
設
毎
日
(
た
だ
し
、
上
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
臼
。
第
2
‘第
4
上
曜
は
除
く
)

ぷ
消
費
生
活
相
談

3
月
訂
訂
(
金
)
、
4
月
3
日(金)、

4
月
刊
日
(
金
)
、

9
時
S
同
時

ヘ
ヅ
定
例
年
金
栢
欽

4
月
9
H
(
木
)
、
日
時
1
日
時

心
発
明
考
翠
特
許
椙
諜

4
月
6
日
(
月
)
、
叩
時
1
日時

。
下
輔
取
引
掘
削
蹴

3
片
山
円
(
木
〕
、
同
時
加
分
3
日時

八

V
性
宅
相
談
(
新
築
捕
情
な
ど
)

3
万
円
日
(
火
)
、
日
時
:
同
時

を
融
再
少
年
格
制
広
明
患
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一
一

月
i
金
曜
日
9
時
S
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
悩
み
ご
と
は

H

ヤ
ン
ゲ
テ
レ
ホ
ン
“
お

i
七
八
一
一
一

O

月
5
土
曜
日
9
時
i
M時
却
分

帽

拍

数

会

銭

お

i
一…一一一一一一一一一

〈
〉
心
続
ご
と
相
談
毎
鵡
バ
曜
臼
、
日
時

js日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
龍
一
週
間
片
3
金
曜
日
、

9
時
5
日
時

(
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈
〉
結
婚
相
談
聾
週
日
曜
日
、
日
時
3
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
乎
相
鋭
轄
週
月
1
金
曜
臼
、

9
時一
11
日時

。
車
鹿
児
撞
相
談
轄
週
月
，
、
金
種
目
、

9
時
tM即時

。
高
齢
者
職
鑑
相
談
毎
週
月
1
金
露
目
、

9
時
却
分
jI3
日
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・第
4
土
曜
日
を
一
昨
く
)

。
婦
人
報
酬
蹴
毎
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
I13
日
時
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広
報
諜
で
は
、
春
休
み
期
間
を

1
湘
南
平
ハ
イ
キ
ン
グ
{
県
立
湘

利
用
し
て
、
市
内
の
公
共
械
設
を
海
青
少
年
の
家
。
主
間
藤
山
浅
間

観
光
パ
ス
で
ご
案
内
す
る
「
春
休
山
瀬
宙
開
討
了
徒
歩
印
分
}
1び

み
親
子
施
設
見
学
会
…
を
向
く
。
わ
青
少
年
の
家
〈
昼
食
〉
5
横
内

ム
7

町
一
は
施
設
見
学
の
ほ
か
、
呪
子
ど
も
の
家

1
美
術
館
t
市
役
所

塚
八
紫
の
一
つ
で
般
の
名
所
と
な
(
午
後
4
符
)

っ
て
い
る
湖
南
平
の
絞
の
ト
ン
ネ
ヤ
定
員
ぬ
人
(
申
し
込
み
多
数

ル
を
歩
い
て
み
る
。
の
と
き
は
、
は
が
き
単
位
で
抽
出
場
)

春
休
み
の
思
い
出
に
、
お
父
さ
マ
待
っ
て
く
る
物
参
加
票
、
弁

ん
お
母
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
ま
た
当
、
雨
具

お
友
達
と
誘
い
合
っ
て
ご
参
加

γ
申
込
期
限

3
月
幻
日
(
土
)

を

。

申

し

込

み

は

、

は

が

き

に

参

加

ヤ
実
施
日

3
月
幻
日
(
金
)
さ
れ
る
方
全
長
の
住
所
、
氏
名
、

@
集
合
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
午
年
鈴
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

前

8

持

組

分

一

γ

加

平

塚

市

浅

間

同

町

9

1

宇

マ
コ
!
ス
市
役
所
(
午
前
9

塚
市
企
画
部
広
報
課
(
内
線
一
二
一

時
)
1ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
四
)
へ
。

山
削
減
地
区
で
生
活
し
て
い
る
間
関

守
家
庭
の
お
子
さ
ん
は
、
放
課
後

山
城
子
ど
も
の
家
が
四
月
五
日
一
周
を
。
一
直
接
子
ど
も
の
家
に
行
き
、
利
用

(
臼
)
、
山
下
小
学
校
北
側
に
オ
一
マ
れ
丙
で
き
る
方
知
市
内
に
お
一
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
希
望
さ
れ

1
ブ
ン
す
る
。
一
住
ま
い
の
小
福
中
学
生
と
、
付
き
一
る
ご
家
庭
は
利
用
申
し
込
み
の
手

こ
の
施
設
は
、
将
来
を
怒
っ
子
一
添
い
の
い
る
幼
児
室
内
少
年
脊
一
絞
ぎ
を
。

供
た
ち
が
自
由
に
伸
び
伸
び
と
遊
一
成
関
係
者
一
一
〉
申
し
込
み
受
付
油
開
始

4
月
5

ぴ
、
成
長
ず
る
こ
と
を
願
っ
て
建
一
マ
利
用
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
一
臼
(
日
)
1

設
し
て
い
た
も
の
で
、
昨
年
完
成
一

5
時
(
小
@
史
f
校
が
休
み
の
日
一

V
対
象
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
た
検
出
円
子
ど
も
の
家
に
次
ぐ
二
一
は
午
前
官
時
1
午
後
5
時
、
青
少
一
す
る
山
城
中
学
校
長
内
の
小
学
校

館
白
。
木
の
ぬ
く
も
り
わ
あ
る
ロ
一
年
育
成
関
係
者
は
午
後
5
時
3ω
一
ー
ら

3
年
生

グ

ハ

ウ

ス

建

築

(

木

造

平

呈

埠

時

)

一

①

一

保

護

者

が

働

い

て

い

る

た

め

1
午
後
5
M吋
)

を

支

給

し

て

い

る

。

該

当

さ

れ

る

一

:

り
)
で
、
震
内
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ
一
マ
休
館
臼
毎
月
第
3
日
曜
日
、
一
昼
間
い
な
い
家
庭
②
父
?
家
庭
一
マ
利
用
日
月

1
上

濯

日

マ

申

込

允

方

は

申

請

の

手

続

き

を

。

な

お

、

一

選

ク
施
設
も
あ
り
、
雨
の
臼
で
も
楽
一
年
末
年
始
(
ロ
月
お
日
1
1月
3
一
③
母
子
家
庭
@
保
護
者
が
長
期
了
時
ぺ
開
放
課
後

1
午
後
5
時
一
(
平
塚
市
山
子
し
に
二
六
一
ハ
ム
屯
一
既
に
手
当
官
支
給
さ
れ
て
い
る
方
一
九

し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ご
拘
一
臼
)
一
の
病
気
な
ど
て
保
護
者
ま
た
は
一
(
奏
夏
、
冬
休
み
は
午
前
9
時
一
話
お
八
八
九
一
一
)
一
は
手
続
き
の
必
要
は
な
い
。
一

J

iι
ド
;
i
f
一

マ

室

内

容

一

i

l

i

l

i

-

-

j

i

-

-

;

!

1

1

1

1

一

マ

対

象

主

要

員

1
員
一
平
警
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

川

潤
J
一
室
4

一

一

「

で

ア

レ

イ

ル

!

ム

(

つ

り

輪

、

多

一

、

p

s

:

一

任

、

神

奈

川

県

内

に

1
年
以
主
お
一
会
が
選
挙
面
市
議
を
募
果
し
た
と
こ

…F
門

官

官

自

日

ー

な

ど

量

一

課

韓

合

離

の

離

監

を

一

軒

(

口

弘

肝

心

百

円

一

日

十

一

日

時

ぁ

良

一

り

ト

一

i

一

一

て

ゆ

と

り

コ

ー

ナ

ー

(

オ

セ

ロ

ゲ

一

一

る

方

、

ま

た

は

知

能

指

数

組

以

下

一

な

お

、

凶

器

秀

作

ロ

聞

は

選

挙

存

弘

士

-

一

J

z

喜
一
一
よ
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
が
一
塁
資
産
諜
剛
容
管
、
一
月
一
畿
を
お
待
ち
の
う
え
、
資
産
税
諜
一
納
税
管
理
人
③
法
定
代
理
人
一
の
方
言
、
警
に
入
所
し
て
?
書
と
し
て
今
後
広
く
裂
さ
れ

守
j

i

寸

一

ナ

ノ

一

で

き

る

章

一

二

十

二

日

(

尽

き

長

に

な

一

で

ご

覧

を

。

一

言

産

の

著

者

の

委

任

状

も

し

一

い

る

方

は

除

く

)

一

る

O

(

敬
語
)

ヱt
i
l
l
T
1
4
叫
一
一
一
一

ιて
民
一
審
窄
一
(
子
供
向
げ
の
本
が
あ
一
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と
が
で
き
る
。
て
期
間

3
月
2
日

(
5
1竺
く
は
翠
思
議
を
お
持
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の
方
一
マ
手
続
き
に
必
要
な
物

9
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マ
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優
秀
作
は

紙

一
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一

鞠

仙

一

一

一

一
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り

勉
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(
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問

い

合

わ

せ

先

霊
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緊
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葉
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午
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線
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鐙

軍
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義
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(
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一
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十
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語
一
一
一
所
か
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窓
室
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外
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す
一
の
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な
る
土
地
震
史

F
U
Z
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分
一

l

l

一

言

く

)

一

宮

町

)

一
「
!
;
i
F
i
j
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国
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ベ
り
台
で
降
り
ら
れ
る
)
一
量
産
の
価
額
な
ど
串
決
定
し
、
一

1
午
後
O
草

分

)

一

一

マ

受

付

期

間

三

1
口
一
本
)
了
届
き
ま
す
あ
な
た
の
一
票
明

?

?

網

開

騨

睡

で

5
1
5
1ス

一
台

E録
し

た

の

で

希

望

さ

れ

て

き

な

れ

る

方

言

豆

喜

障

害

者

三

主

主

一

2
i
z
E
)

一
が
霊
で
き
る
〉
一
る
方
に
見
て
い
た
だ
く
も
の

o
E
著

者

お

よ

び

思

議

族

③

一

当

の

申

請

を

で

時

的

午

前

8
話
?
午
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喜
一
仁
正
之
助
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浅
間

干

3

;

i

F

I

E

-

5

5

2

一

一

5
時
(
土
曜
日
は
笠
間
中
)
一
旬
、
宇
井
正
一
智
子
(
邸
付
)

間
同
月
一
日
か
ら
一
一
一
十
日
ま
で
の
一
た
か
が
自
転
車
会
l
ト
パ
J

一
I
力
i
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば
一
っ
て
い
る
o

少
し
の
間
で
も
必
ず
一
i
が
な
い
の
で
、
自
転
車
に
名
前
一
神
奈
川
川
崎
市
で
は
、
家
庭
で
生
寸
前
了
場
所
福
祉
総
務
課
庭
生
信
社

一
か
月
拍
同
県
下
一
斉
に
春
の
防
一
と
思
わ
ず
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
一
か
り
か
盗
灘
の
被
害
に
あ
い
や
す
一
か
ぎ
宇
品
川
け
て
お
こ
う
。
一
や
住
所
が
欝
い
て
な
か
っ
た
り
、
一
し
て
い
る
蚤
獲
警
の
方
に
子
三
係
(
内
線
一
一
一
一
)

犯
運
動
が
実
施
さ
れ
る
。
一
て
自
分
の
繁
華
は
自
分
の
手
で
守
一
く
な
る
。
多
少
速
く
て
も
民
間
く
一
た
だ
し
、
必
ず
し
も
一
か
ぎ
を
一
名
前
を
拙
刑
さ
れ
た
り
す
る
と
持
ち
一
i
l
j
!
l
i
-
-
;
[
|
|

平
成
三
年
中
の
市
内
に
お
け
る
一
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
さ
が
ら
ず
駐
輪
場
に
止
め
よ
う
。
一
掛
け
た
か
ら
安
心
」
と
い
う
お
け
一
主
が
だ
れ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
一
「

b

包

?

一

ふ

窃
事
件
は
二
回
二
五
件
ζ

E

O
路

上

警

は

や

め

よ

う

一

O
半

数

は

か

ぎ

の

掛

け

去

一

高

な

い

。

盗

ま

れ

た

白

転

車

の

了

ま

う

。

一

軽

自

動

車

η~議
事
立

年
に
比
べ
て
二
川
一
一
一
件
増
加
し
一
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
を
路
上
一
自
転
車
の
場
内
半
数
は
か
ぎ
一
あ
と
の
半
数
は
き
ち
ん
と
か
ぎ
を
一
し
か
し
、
罪
登
録
を
し
て
い
一
i
一
一
二
{
j
r
:
i

た
。
こ
の
中
で
戸
三
軒
一
広
島
動
誌
で
一
警
に
あ
…
掛
け
て
い
た
の
に
、
か
ぎ
を
駿
三
る
自
転
車
は
、
万
一
盗
ま
れ
で
も
一
軽
自
動
型
を
廃
車
す
る
場
合
一
を
廃
車
ず
る
受
誌
、
次
の
場
閉

車

、

オ

ー

ト

バ

イ

、

自

転

車

な

ど

一

れ

て

滋

ま

れ

て

い

る

。

ま

た

、

ォ

一

高

い

確

双

で

持

ち

主

の

允

へ

と

戻

一

は

、

回

月

一

日

ま

で

に

洗

車

子

絞

一

で

予

続

ぎ

を

。

の

盗

難

と

な

っ

て

い

る

。

管

、

む

日

一

1
ト
パ
イ
の
雪
八

0
2キ
一
る
こ
と
が
多
い
。
ま
ぺ
ま
と
き
を
す
る
と
平
成
型
事
主
。
一
一
撃
(
市
民
主
は

乗
り
物
の
護
の
発
生
件
数
は

1
い

Z
一
ー
を
抜
い
て
い
て
被
害
に
あ
っ
て
一
下
の
原
動
簿
き
自
転
車
に
つ
い
一
重
苦
課
税
さ
れ
な
い
。
一
器
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

年

々

増

加

の

傾

向

に

あ

り

、

産

主

芳

一

い

る

。

一

て

、

長

犯

登

録

を

す

る

こ

と

が

で

一

2
以
下
の
原
動
機
付
言
竺
(
愛
川
町
出
津
字
桜
台
七
一
八

小

4

p

k

r

i

j

一

一

一

は
一
五
一
塁
(
前
年
良
川
崎

Z
L
一

こ

の

こ

と

か

ら

も

、

備

え

付

け

一

言

。

玉

、

耕

運

な

ど

の

小

型

特

殊

白

一

一

造

語

O
R一
部

g

…

一

一

七

件

の

場

)

と

急

増

し

一

し

て

守

ま

ポ

一

の

か

ぎ

Fげ
で
な
く
、
も
一
つ
一
つ
一
登
録
手
続
き
は
、
自
転
車
@
オ
一
動
車
を
廃
車
す
る
か
之
口
は
標
識
、
一
八
五
)

る

。

ま

た

、

雲

足

あ

っ

た

乗

り

洲

町

、

h

F

h

…

大

き

な

ワ

J

ヤ
l
鍵
な
ど
を
つ
け
一
?
ト
パ
イ
綴
売
庖
で
取
り
扱
っ
て
一
標
識
交
付
一
証
明
書
、
印
鑑
そ
お
持
一
〈
〉
一
一
弱
点
織
は

物
は
、
路
上
放
霞
、
か
ぎ
の
掛
け

r
m
u
w
w
一
て
お
く
と
安
心
で
あ
る
。
一
い
る
の
で
、
必
ず
受
録
を
。
一
ち
の
う
え
、
市
民
税
課
税
制
係
一
較
臼
動
車
検
察
励
会
(
綾
瀬
市

忘

れ

な

ご

、

初

歩

的

不

注

意

に

よ

い

川

均

に

の

て

一

心

妨

絞

殺

録

を

怒

れ

ず

に

一

e

防
犯
登
録
手
数
料
五
百
十
五
一
(
内
線
…

ι¥八
)
へ
勺
一
ト
四
国
八
医
七
l
問
・
宅
前

(υ
四
六

る

も

の

が

大

半

言

め

た

O

F

?

と

数

れ

一

自

転

車

は

車

の

よ

う

に

ナ

ン

パ

一

円

一

な

お

、

じ

れ

以

外

の

き

聖

一

七

沌

l
八
八
四

Q



波
山
山
化
し
た
埴
繋
は
本
の
中

に
紗
が
刷
出
ざ
っ
た
状
態
に
な

り
、
砂
の
中
に
あ
る
噴
い
物
は

沈
み
、
軽
い
物
は
浮
き
と
が
っ

て
く
る
。
液
状
化
に
よ
る
地
震

の
被
宵
が
比
付
さ
れ
た
の
は
一

九
六
何
年
(
昭
和
一
一
九
年
)
の

新
潟
地
ェ
震
の
と
き
で
あ
る
。

液
状
化
在
紡
ぐ
に
は
、
地
盤

地
下
ル
小
山
川
が
一
品
く
、
軟
弱
な
を
締
め
閉
山
め
る
万
法
と
、
地
中

砂
地
税
で
砂
の
い
H
Fが
小
さ
く
の
本
が
排
水
さ
れ
や
す
く
し
て

粒
が
そ
ろ
っ
て
い
る
場
ん
け
に
お
く
十
刀
法
な
ど
が
あ
る
。
木
造

は
、
強
い
振
動
を
受
け
る
と
地
家
展
で
は
、
液
状
化
し
で
も
築

嬢
全
体
が
液
体
の
よ
う
に
な
る
礎
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
強
樹
に

こ
と
が
あ
る
。
ニ
れ
を
液
状
化
溜
っ
て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で

現

象

と

い

う

。

あ

る

。

(

防

災

課

)

平塚八景をはじめ、喜望書事の平塚および行事で観

光笈{去に適切な作品を募集し、$.く紹介する

。三主な宝費務地 平塚八景

く〉主な行事 緑化まつり、子ども大会、七夕ま

つり、花火大会、市民市、産業まつりさ亭

く〉主な史跡 岡村の波し、村井公居留、三島神打、
E高松、真田館社、途上池、塚選古墳等

・締め切り 5月 11日(月)

.i語り先 干 254平塚市浅間1mr9 1平塚市観光

協会事務局および市内カメラ商組合jJ[出宿泊

揺 Ii¥jい合わせ 商工諜観光係(内線549)

ン

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う
公
民
館
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
各
種
団
体
の
役
員
の
人
た
ち
に

よ
る
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
綿
菜
子
な
ど
の
模

擬
屈
に
、
い
つ
も
人
の
行
列
が
で
き
て
、
汗
を

慌
し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
弓

展
示
宮
に
は
、
鎌
合
彫
り
や
ハ
ソ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
所
狭
し
と
展
示

し
て
あ
り
、
見
学
汗
を
魅
f
し
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、

F
供
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
折
り

紙
や
ブ
I
メ
ラ
ン
な
ど
の
子
作
り
教
室
で
し

た。
芸
能
で
は
、
子
供
の
演
す
る
ハ
レ
エ
や
刻
に

大
き
な
拍
子
が
法
ら
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
に
U

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
る

お
ま
つ
り
に
来
た
人
の
一
引
ー
に
は
、
公
民
館
活

動
に
多
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
人
も
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

と 意 4月ヰ思{こと)荒天中止
句泌総午前呂持3む分~午後 2時 30分

@釣り場平塚3中(大磯~茅ヶ崎)

相参加資格高校生以 fで

B 巷き 率三ト 5，0001'J 

-競技方法竿 12ド、針 2本まで。

おもり 10'弓----15号

iQl$し込み 一三三郎丸 道活21 1012 

時:， Jl 電話22 5956 

H 治郎:JJ 従&，r;21 1312 

7苦ノ¥. /ct.1， 0904 

し?二

戦用
室し平
にて塚
ごい球
招るま?
待方で

Z零向
。年車
もい
専す
用を
観荊j

マ
ラ第
ソニ

美士
力守

月

日

平
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3
r
h
一
泊
尽
(
日
)

9
時
保
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

H
H

問
問
場
一
間
川
蛇
記
念
弓
道
大
J
A
F

@
3月
幻
自
(
げ
)
9
M
U
J

祭
実
業
団
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

翁

3
月
初
日
(
臼
)
日
時
マ
2

チ
ン
グ
エ
キ
シ
ど
ジ
ョ
ン

。
4
月一
D
門
口
(
臼
)
9時
全
日
川
本
軟
式
卓
球
大
会
県
予
選

@
4
月
ロ
日
(
門
口
)
9持
察
強
化
リ
ー
グ
卓
球
選
媛
大
会

童翠488空費くを玉〉

みなとさ

く〉燦お

第 1区 、潔銭授滋城島小学校前

tぐ情'1 6.6h_m ( 8 ぉ 50)

童書 21R 城~"ü小学校前 大 住 中 学 校:i汀
iメーW1 7 (9 .13) 

童第窮 3[2定主 大f佐とf;~中lド1ゾρ学F校η治存 みずほノ小jト、プ

持i号 5_Okm (9 '28) 

童書 41R みずほ小?校納 言沢小学校日iJ
[xJHj "/. Okm (9 49) 

第 5~王 山沢小学校前 城中学校

Lく 5 9krn (10 (7) 

) r付丸二i説話2仕手間j

一 一

く総長主体事著書宮ほお31 -3(37) 

開放撞患 味、パドミントン、ハスケッ

k、軟式紅球肺判、パレ (l6ít五~)

• 3月 23沼(月)午後 1時~午後 8時

• 4月ヨ(F!)ノ/

く〉室長玉三主主鎗然資童書〈電話 2136)

く〉念国公E号室宮体務室吉川」ら持 川川)

く〉神初公茨意書偽資額(従吋日 (239)

ー開敢韓国 ノミレー(y 誹約、パドミン

トン、卓球 (D時~161時〉、パスケット(16

1守 ~2{)1刷、 i

包 3月刊誌(汚)午紡 9時~午後 8時 j 

4 寺ら羽(月) グ j 

・4月20沼(河)ノ 2

民
U

昨
川
市
民
口
!
ド
レ
ス
大
会

Qn
一
昨
尚
…
潟
地
町
内
オ
ー
ブ
ン
記
録
会

0
0
時
デ
ー
球
地
何
一
一
九
州
校
際
f
記
録
会

9

M
川
県
際
i
競
技
協
会
記
録
会

9
昨
-

N

9
時

H
H

9
時
吋

M
H

J 業:)J.!づ〉の申し込みは 4 9 ~時から

各種目ともラケット、シャトノレ、ポ

ノレと、上害時運動ぐっの持事を。



三塁密室ZPEA言品問E
qま姦護管Z於 肇 究 員 室 育 嘉 吉

れ 的 器 よ た 静 野 テ 示 。 A 宣言展
るなをるめ約と 1替 Elの手ヲ
コ直}導ピ、展人マえ か一一替

ム整合 ZZZ雪話語 長 警 主
1よ て な ピ ら と [ 沼 館 し設署

長ぞ注言?需雪員長 重警き

ivh持お・カ察 官時 均 サ @ る ら 河 嘉 言U 間話
嘉重昌五綴喜以君嘉言語主 義事|ヰ築主草原きむ;三襲の襲撃 ぬいでで主

議 銭安ょう正仁、言語!市公 J誠み |の音中のは』ころで }IIコ川内 博るさは

主害主義語遠望主橋茎実長 会議事 i川皇室説室主旨足裏手妻登 童話三ぷ品
10 、15主 塑 廷 は?宿生学でー」踏襲総 i ししをてもな辺 ic1 く にし iんほ
寺全日緩入 i車内を識は待i伊場場 [ てた習いの恒常しは むナ石か

10 ¥μ雲 空に量警ギ援母工; 塁打1元る 0 報襲、、 ぜ室!のに

F A重量 計五成主ーヶド下 計豪雪 き票持言
fi安警 足京匂字塁学先 i ~量三 五宗ら日 義U6祭お

針 コ 話 諸 説 謀 議 長 | 語 計 二 信 月 筏 索 差E4喜子ァ
許可:訂人語審;言葉[品目110qzE百日肝詩
話内一 烹守 fL;i 滋吾 妻ヵ季最 lZZ 主主連 ~. Q ~事山手ちと舟 Z 主裂
襲円 李H手tl~l 警門 事デ_-"，--.，r 。 議室り主 選宍主勺 εiq，長官

教;戸j 8 ゑ 遺産i 子LlIる?主 主il 約

警 f 品5 装 F :12雪 空言語222 32 
1マ{ヤ下一て7育分。まマ{マ氏マ，のマ{く〉マ日未マ 30 ま V 切マiJlマ 30 .まに7e塁

言 u楽 教 案 F1G1詰で楽葬 許詰重量議室書芸草分 r~~ J5' ~'ì\重苦言語分話で ;J5
事警ぷ装定マ主主海ぷ茎 一 翠翠事霊気 ITJ 1M] 二豪醤殺 永こ
語ら出三 zji?O毒ム A71 出量警高翼手ム 雲 寺普主義二氏室 主費高卒

Eミ:i豆着)三三官!?支再高品 45忍?百 字 合 全 Z事再三品全ぎ霊

1 ;き Z H?i語 1Ai1i  Z 塁 手話会話 2 ?31i受
J1 教(日 9 30 清 白人 3 12 50 較

28 論午 3 0 i人 1~ 汁 昨日人 綬 詩 IJ

iii)MMAH:日;長 iJ議!日iii;2iiiド;型料
許;;骨 ;hliH5122空lj:iH:「iii31日51iJ-it
を iv;己 話内手足待望百去 rti彫受ャ!抽長 IF3Lqf主主 逗;;idI1ム室 戸71

172E 35塁言22日計付ラ 71323雲;::T 売日時;戸 斗
パー:-¥ 午同 会主 B 立らすで工 : 移動額響額あおぞら喜多

すん辺市へ受伊 芸 妻 、 i主 !f主主君ニ主改中 ，一 一一

言問勾¥目、7むU115三誌記修き )2t;::z ;(::;:;mii:;;立二;:::
ドi1 (1"予間二 A 不護つで門主主 J 、鈴 γ 公 みれま小学校 2 Ll 16H 30i!・1::)

ぎ似JFUht;rihE主語 i42117fM;;;;::: ::;;;12 

Fi二iiRdiiιLT131;:鋭 ;[!;;[jjjjjiiii
長一 { φ く民主主 ，， 1昆ひ竺'i723 !松が行公民館 8 f J 22} I ・.OO'~16 

弓 7 ジ玄土霊主雪亙三活さ言各て完主 U 冬 τ8~辺込ム!城州砧小ρ学y校 9)け!幻川f行: 号 l口:) 0ト 13 30 

?守込ふ 3苧詫努込奇尊;三 :三:号ム官 :己:宮2/j引r，'!，j詰:三詳号主 ;::;;:; :::;:二;:;O:引| 
Q ι H さ 竪 [口けj 'F~-" 口:で i汁1諾 [口:生 名Z与主 l 汚浄子心? 山 1

fτ~友冷会 7汚3芝添三 i反込 ?竺ぞ ;友互;桜主誕iク ヨ夫Zμ ず士工 斗:友!(}1炭毛 +- 子 :金相公民宮} 10 f j 24ll 噂 ω~目 的

:?i j7);ij;i);;tilizzi11211:日;:;;
ル [1ろ H iiJiI ['j 日 百

く王手足立4年弓守芝58

る
。
こ
の
機
ん
与
f
L
、
ぜ
ひ
ご
他
印
刷
日

を。マ
公
期

3
パ
叩
山
口

(
5
1
4

月
訪
日
(
口
)

命
開
閉
館
時
間
午
前
9
時
初
分
1

什
一
後
4
待
問
分

i

美
術
館
で
は
、
一
一
月
二
十
日
画
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
禅
人
マ
休
館
日
毎
週
一
ハ
緩
汁

叫
(
祝
)
か
ら
企
弱
震
福
山
慢
の
搾
の
修
業
の
中
で
ご
く
宗
に
事
長
官
将
校
一
行
円
、
高
唱

山

僧

e

成
外
崎
君
窯
(
ふ
一
つ
が
い
え
く
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
風
外
に
は
大
学
仕
コ
一
河
内
、
小
e

中
Y
2
乍
百

円
甘
ん
)
守
護
」
キ
品
開
く
。
も
う
一
つ
の
目
的
が
あ
り
、

A
H
山
間
市
川

総
今
回
の
展
覧
会
は
、
幣
物
館
が
が
な
く
な
る
と
絵
を
儲
き
、
付
人
マ
問
問
い
合
わ
せ
允
史
術
館
(
電

}
附
議
す
る
高
瀬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
に
米
や
野
菜
と
主
桑
え
に
渡
し
量
二
一
一
一
)

中
か
ら
、
近
世
の
禅
林
美
術
に
大
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
U

絵
両
日
肢
に
募
金
笑
ま
る

き
な
足
音
を
残
し
た
嵐
外
墾
鼎
の
軽
や
か
な
壌
の
潔
び
の
中
に
、
フ
カ
レ
ス
ト
間
出
立
奨
術
縄
市
議

絵
、
尋
問
五
十
五
点
在
展
示
し
、
そ
紫
朴
な
味
わ
い
章
せ
て
い
る
用
品
給
額
桜
七
月
五
臼
ミ
一
一
月
十
七

の
人
と
な
り
を
償
額
ず
る
も
の
。
商
は
、
一
二
百
年
の
歳
月
を
四
時

J

え
て
目
、
美
術
館
)
募
金
籍
六
十
万

禅
林
の
莞
術
は
、
も
と
よ
り
絵
今
で
も
人
々
の
心
を
打
っ
て
い
千
一
一
台
丘
十
一
円

小銭。文学

遠山の金さん iU'['樹一郎

うきぐさ浪人 紳 :Hi童保j

花太郎統文 fij川存久雄

主主隠密急ぐ 大;創刊後

要京 高差@主主 j君

やさしい俳句人門 松井手当湾

やさしい経木のiI伝て jj 伊離義治

鉢植え関芸人内 懐旧制比

社会科学・その他

'l'.t勿守合 n 広

マラソン 品 J橋 i草
サイクリンク ヒ'，llj新
"j;旦 rJ、で伝えが3イ

ボクシング ト 剖 辰 雄

剣 道 伊保清次

よ捕事 渋存麻静

ノ¥ンドえ1'-)レ t々安子希日自
ノYーソナル無線ラクラク話用法

梅原敦

釣りの1存さ

※手菩載した巴鼠耳宝諮守は購入したF民悶老羽丹f芹?刊σのコ
部。詳しくは泌汗宣吉本館にお持ねを。

両や!J、たちを眺める。

作上最日切 4Jj1 ノづく) ~6 JJ I H (1) 

干さ影時刻 持一日昨日の11時 11骨子
来斗 1以)F](:l'iHの 9rtijカ、ら l(l}'j'カフン

ターで観絞#を発売)
、、春体み期間中的臨時投影

-19:手形作?次1リ ，1fll fj (ノ}く)、 :2 (1 ふ二) σ1)11 
β?、 iW字

、f開髄時間 9時、 16時50分

ぃイホ鵠沼 恒曜日、月来 (1幣常設展々、

手与え I京のため、 3月末まで休館〉

管掌物B貧富 Tお4ずIW詰 41 主主

とゴテ狭E霊会
4月ら悶 〈毘)10甘手・ 14;時 3時号ホ jレ

タオタオ絵本航匂 12かけの併と内泡(九11汁

4汚 12日 (S) 10時 '1.]時 3相ホール

タオタオ綜本館 a コウノトりになった i械 l

CWラ〉

開鶴時間

:ぺ I1鴻 H 9什'y~16担.1'30タ〉

( ~わ 11i! 'fj のみ 貸出買と参考えとは 9時¥日日時

夕刊

体舘時 出jJ昨日、日ノド

[2]欝鶴本欝

ごバijを

中し 込み 4月 10[1まで行授はがきで

{漂着物を拾う金]

v掃海八三で打ち!げられた動制物や人工物

を弘前て調べる。

手 Jご方?lll 、としど"白第 4 j 民会'~ 1 5時

~7 

山 し 歩 行?廷はヵ、きで

{古代鷺跡を探す会〕

I↑"人1を歩いて j出や{，器を幌ミし、遺跡の

党日を 1I指

lごbl五日 パ l[r】人口犠

• JFj~ 込み 4 jj 10flまでに往携はがきで

{土曜艶畢会]

野r!jを)j;いて動梢物号制摂 J、日扶の新

lゆ りの き l にまとめる。

-スご地11 J'J 1 ~ 2 、 土料3けの〆!控

し込み (i21']-¥;!Jf-i，，!J吋のうえ丹で

公プラネタリウム@皇室主主の立君主審

イトがすみιj乙、必ぜんな大の)li、沌の

l行オリオンなど、義主主?の変化を楽しめるえ

資料の発掘や聞き取り調先 戦災地Lゅなど

をイ乍fえする。
② Aご施Ll 毎日 U'_;:1.f.I波[.1 1:-:\佳子 ~l::;時

会場博物館特別研党本

ー申し込み :U]2:iHまでに比抱はがき

{裏打ちの金}

出rJち仕掛を'(びえよがら博物館野料を品五十j 

らする。多人。

文fJbfl 毎日第 i大 1f(I'fl 昨

rヲキ勿館料γ務亡、ど

"】し山み :1 までに院はカ之さで

[相模)Ijの生い立ちを捧る会3
山内各地を野外総務し、その結裂をまとめ

て-:-;:品をプる。

・丈f-{タンス J fj19H () 1) 1:W.ì'~16H 'r 

し込み 'l-fJ 1 [1まれこ性向はがきで

{天体観欝会]

人父上見ざとを能祭し足り、大文 fì tJ)~r/を必I

して入悼説劣ぎのための知識ζ 技内をアぶ。

ーだB包[1 としてfij.fj1['!J、 i幼'11
T【J校ノ 1のん w人

古市渓アートギャラソ-

E秀ミタイルアート民]
期間 3月 12日〈木) ---17[1 (火)

和田造貯絵間作品属]

勿'JiltJ :3 J:lIHfl (ノ大) へ :24H (:)く〉

わ行制加何年記念ひらつかま術崩3
期間 4 n 2:i (木日)

ウ開舘時間 9時30分肘ナ

立競箆料常設展〈般200円、日，大学~tlOO

問、小.'tJ"'.t"1~.50f1J) ~会出掛(嵐むつ;とごと

に異なる〉

立体蕗臼 躍趨丹iti'fltl

v 葉樹舘 〒2:J4西八幡1"-1 3'，立話35

女王fliX4年度年罪君事業会療を募集

〔古文書毎購読書}

市域に残る近世文書を捜して麗史に親しむ

会。

咽実施日 ?を月第 2・2宮 4二土曜日 14時---16ロテ

会場博物館講堂

a 申し込み 3月25日までに往複はがきで

E平塚の空襲と戦災を総錯する金]



〈ア〉

母イ采瞳センター

中堅34 17 屯話34--0311 

駅前パスタ ミナル 5番線中嬰

続出口向同行または諏訪町経由市

民病院行「民瞭センター前 l下事

由平嘩探憧所

り 21 立~?j32 -01;:{() 

保"' ミナル 2t毒腕 袋野

E型、 ム汚点行j ド事

会翼語 4Jヲ 2B同~14日 (:kJ

午 前 9時四分~午後 4時 50分

会主義奨術館アートギャラリー

-緩JF 絵選言、工芸、写真、盤童号、鎌倉

彫、アートフラワ一、北欧織

物列

※問い合わせ 社会教育課指導係(内線574)

※競輪場

沼 南 公 民 館

部、健センター

※湘南撲協毅間支所

日本たばこ産業

体育センター

神田公E込書官

市役所

※湘南農協大野支所

認を ノノ

保 f縫センター

5月 2日午前 9時30分~日時30分

赤ちゃんのおふろ(完封)

お父さんもご各j泌を

盟会場保憧センター

購{治氏の許可を得てからごを加を

髄母子健揖 F帳、筆記府立(会 lH'l

共通)、スラックス(6 と27

n) 、子ふさ雪タオ Jレ (20日と 2

十円 、エプロン、 一三角布 (20日)

を持参

OEl時 5月14El(木〕
獲の部午後 1時30分簡潔

・夜の部 午後 5時 30分罪悪瀦

。会場市民センターホール

波市民センター電話32~-2235

書寵488雪量

盟対象 百日せきの予防接種を受け

る必要のない乳幼児

第}期 3か月以1::6議未満の乳

幼児。 3週間jから 8週間の間関で

3回受ける。

.;ヰ 2J1II 第 1期の 3

から 1 以 1-:.1作 6

Icl受ける。

盤接種ノ7法 市民病院，共済病院の

みで年聞を通じて接種できる。持

種日は医師とご相談を。

観保険証、母子韓鹿テ艇を持参
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門

v
臼
時

4
月
日
日
(
土
)
午
後
1

時
四
分
3
3
時

マ
会
場
市
怯
所
新
時
前
(
江
陣
中

学
校
北
倒
)

マ
撞
類
、
金
銭

・
据
え
翠
さ
皇
百
一
一
一
十
れ
一
千

百
円
、
百
九
十
円
い
一
千
三
百
円

・
埋
め
込
み
盟
百
七
十
れ
一
一
千

四
百
円

門

v
問
い
合
わ
せ
先
環
境
癌
生
業
務

課
(
内
躍
五
一
一
一
O
)

速
記
サ
ー
ク
ル
は
ま
ゅ
う
で
は
、

初
心
者
を
対
象
と
し
た
連
記
教
室
を

開
く
。

マ
日
曜

4
月
日
日
til-6
月
四
日
の

革
週
大
曜
日
、
全
日
出

・
時
間
午
後
7
時
1
9時

マ
金
場
青
少
年
会
館

守
山
正
員
部
人
(
先
着
順
)

マ
書
加
膏
四
千
円
(
教
材
費
含

らつ力、

し
か
し
、
道
路
会
体
と
し
て

見
る
と
後
退
し
て
い
る
家
、
し

て
い
な
い
家
が
あ
り
、
通
行
す

る
人
が
利
用
し
や
す
い
と
は
甲
山

わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
何
か
良

い
方
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う

(
大
神
小
泉
億
さ
ん
)

建
築
基
準
法
で

は
、
よ
り
よ
い
住

建
築
物
の

む
)

マ
申
込
先
青
少
年
会
舘
(
電
話
担

じ
O
二
九
)

一
翻
捌
芸
教
室
を
開
聞
く
…

マ
日
時

4
月
4
臼
(
土
)
午
前
9

時
却
分
S
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
舘
(
駅
南
口
)

守
講
話
園
芸
研
究
家
山
口
正
雄

氏マ
内
容
大
輪
智
の
作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
圏
r
n
相

談
コ
i
ナ
1
(
県
農
業
会
館
内
・
電

話
回

j
O五九一一一)ー

テ
ィ

i

{
曹
団
殴
平
嘩
ユ
一
一
i
ク
ダ
ン
ス
パ

i
テ
ィ
l
}

平
塚
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
ふ
E

で
は

障
害
白
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
み
ん

な
で
楽
し
む
ダ
ン
ス
ハ
l
テ
ィ
ー
を

開
く
。

中
日
時
3
月
間
日
(
祝
)
午
桂
3

時

:
7時

マ
会
場
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん

守
会
費
大
人
一
ニ
千
円
(
中
学
生
以

下
二
千
円
、
金
事
付
き
)

〔購
8
図
車
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ
〕

ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
車
い
す
で
ハ

イ
キ
ン
グ
さ
れ
る
方
と
、
そ
の
ポ
ラ

しミ
た
り
す
る
場
合
、
幅
員
四
討
を

縫
保
す
る
た
め
、
建
築
確
認
申

請
の
前
に
支
障
と
な
る
塀
、
様

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

マ
期
日

4
月
刊
四
日
(
日
)

マ
コ
ー
ス
小
田
原
駅
清
南
板

高
尾
山
l
小
国
旗
駅
「
ハ
ス
慣
用
)

ヤ
募
集
人
員
(
費
用
)
事
い
す
の

方
叩
人
(
無
料
)
、
ポ
ラ
ン
テ
J

ア

百
八
?
人
(
九
千
円
)

※
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も
福
祉

総
務
課
更
生
福
祉
部
(
内
綿
一
一
一

二
へ
。

-
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
安
田
清

託
盟
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

#
、
一
一
一
基
一
輯
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
)

{
平
嘩
美
樹
協
会
麗
}
3
月
日
日

(火
)
3
m日
(
円
)

{
平
壕
嫌
倉
時
同
好
会
麗
〕
3
月
山
品

目
(
火
)
3
4
月
6
日
「
月
)

・
街
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
埠
郵
便
局
)

{
水
墨
画
麗
}
3
月
1
日
(
日
)

1

町
田
(
火
)

通
商
産
業
省
で
は
、
一
一
平
成
4
年丘町

業
統
許
調
査
(
一
般
軟
食
活
)
用
の

広
報
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
内
容
未
発
表
の
も
の
で
、
商
活

が
商
業
統
計
調
査
の
理
解
を
探
め
ら

れ
る
も
の
。

マ
規
格
①
田
町
d
u
u
x
位
竹
山
川
で
縦

長
に
現
用
す
る
②
免
は
4
色
以
内

③
「
通
箱
産
業
者
」
、
「
商
業
統
計
ム
調

査
」
、
「
平
成
4
年
目
月
l
H
一
の
文

字
を
必
ず
入
れ
る

マ
応
募
期
限

4
円
初
日
(
円
)

マ
応
募
先
総
務
課
統
計
調
査
探

(
内
縮
三
四
八
)

総
務
庁
で
は
、
世
界
各
同
心
脅
信
牛

肉
と
の
交
流
を
過
し
亡
、
相
互
の
友

好
と
理
解
を
深
め
、
国
際
協
h
の
精

神
を
聾
っ
て
も
ら
う
海
外
派
遣
事
業

の
窃
員
を
事
業
す
る
。

守
派
遣
内
容

①
飛
行
機
に
よ
る
青
年
海
外
派
遣

(
却
歳
ら
四
議
ま
で
の
ガ
)

②
…
世
界
青
年
の
船
(
却
歳
月
四
揖
ま

で
の
方
)

③
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
一
日
成
ら

却
歳
ま
で
の
方
)

ザ
募
集
期
間
3
月
訪
日
(
月
)
S

4
月
6
日
(
月
)

募
軍
人
員
等
詳
し
く
は
、
符
少
年

課
(
内
綿
七
六
一
二
一
へ
。

一
オ
ー
プ
ン
ス
ク
i
ル
一

{第
1
践
原
子
力
オ
ー
ブ
ン
λ
ク
ー

ル
}

太
な
ど
の
後
退
や
移
転
を
お
願
自
主
的
に
後
退
さ
れ
る
場
合
に

い

し

て

い

ま

す

。

は

、

同

様

に

お

受

け

し

て

い

ま

こ
の
場
合
、
市
で
は
土
地
測
す
の
で
近
隣
の
み
な
さ
ん
で
ご

量
の
費
用
、
支
障
と
な
る
塀
な
山
相
談
の
つ
え
、
ご
協
万
い
た
だ

ど
の
移
転
費
を
補
償
し
、
後
退
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
土
地
に
つ
い
て
は
翼
収
し
(
道
路
管
理
課
・
建
築
指
導
隷
)

て

い

ま

す

。

高

市

へ

の

ご

意

見

、

ご

要

笠

は

そ
こ
で
、
ご
質
問
の
よ
う
な
お
気
軽
に
広
報
課
広
穏
係
(
内

埠
認
を
で
き
る
娘
り
少
な
く
す
線
一
一
一
五
五
)
に
お
寄
せ
く
だ
さ

る
た
め
、
家
主
建
で
な
く
て
も
い
。

マ
日
時
3
月
四
日
(
七
)
午
栓
1

時
却
分
1
4時
加
分

マ
金
場
東
海
太
学
湘
高
校
念
日
号

館
5
惜

V
テ
!
マ
や
さ
し
い
原
子
刀
「
未

来
へ
の
挑
戦
」

マ
内
容
講
靖
、
実
漉
と
畏
一
市
コ

ナ
1

(放
射
線
計
側
、
ロ
ホ
ソ
ド
)

ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
原
子

力
オ
i
フ
ン
ス
ク
ル
揺
(
竃
話
泊

中
日
時

4
月
9
日
(
木
)
午
挫
4

時
品
分
I
1
3
6
時
却
分

マ
会
場
東
海
大
学
湖
南
校
舎
松
前

記
念
館

マ
講
師
東
海
点
字
体
育
学
部
助
手

高
野
違
反

マ
テ
!
マ
回
目
り
い
ラ
ン
ナ
ー
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
向
け
て

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
委
員
会
(
電
話
泊
!

一
一
一
…
一
)

手
塚
地
域
ア
マ
チ
ュ
ア
搾
線
ク
ラ

ブ
で
は
、
市
制
据
竹
剖
周
年
を
記
念

し
て
交
信
誌
を
頒
布
す
る
。

マ
対
象
市
内
に
お
佐
ま
い
で
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
馬
の
免
許
を
持
っ
て

い
る
カ

マ
絹
布
金
額
五
百
枚
三
千
円
(
百

枚
単
位
で
も
よ
い
て
ま
た
や
子
生
と

身
障
者
ハ
ム
に
は
一
百
枚
を
燕
料
配

布
す
る
。

申
し
込
み
は
、
住
躍
は
が
き
て
一
千

加
古
塚
市
幸
町
都
梗
局
留
平
塚
地

域
ア
マ
チ
ュ
ア
無
掠
ク
ラ
ブ
市
制
施

行
印
周
年
部
へ

d

問
い
合
わ
せ
先

総
務
調
(
内
線
ご
。
)

県
立
厚
木
南
高
等
戸
校
て
は
、
働

き
な
が
ら
学
ぶ
ガ
の
た
め
こ
、
手
成

4
年
度
の
週
間
制
課
搾
生
徒
を
募
集

す
る
。

マ
入
学
語
格
県
内
に
お
勤
め
か
お

住
ま
い
の
方
て
、
中
F
校
を
ヤ
殺
し

て
い
会
こ
と
(
年
齢
は
問
わ
な
い
)

マ
募
集
期
間

3
月
幻
日
(
円
)
ら

4
月
4
日
(
ヒ
)

ヤ
受
付
時
間
乍
前
9
時
:
午
後
5

めたたかい

'1...' 

合
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時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
て
)

マ
出
願
書
類

φ
入
学
願
書
、
②
一
調

査
書
(
出
身
中
学
校
で
尭
行
〕

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
高
等
学
校
通

博
制
課
揮
(
守
川
厚
木
市
両
国
一
七

五
一
了
電
話
O
四
六
一
一
四
五
一
一
一

回
」
ハ
)

公
共
下
水
道
使
用
料
金
は
、
苧
成

4
年
4
月
分
か
ら
消
費
視
が
が
加
算

さ
れ
た
額
と
な
る
ロ
下
水
道
総
務
調

慣
用
料
係
(
内
線
間
五
O
)
に
お
尋

ね
を
。社

会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
控
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
一
一
一
二
三
一
一
)
へ
。

マ
投
金
曙
祉
基
金
へ
弓
由
地
区
教

職
員
組
合
一
万
一
千
円
、
工
一
橋
詰

九
千
円
、
茅
問
題
時
七
千
ヒ
百
一
二

十
七
円
、
小
笠
原
文
也
三
十
万

円
、
伊
藤
組
帽
子
一
二
千
円
、
情
藤
エ

リ
カ
一
千
五
百
円
、
湖
南
直
信
電

設
…
一
-
万
九
手
五
白
四
十
六
円
、
鈴

木
鵠
之
一
千
七
百
干
{
十
五
円
、

X

1
T
平
車
支
持
社
員
同
八
万
五

千
六
百
七
十
五
円
、
高
野
山
金
制
講

壇
賀
支
部
一
乃
七
千
凹
百
円
、
小

谷
文
ヂ
二
子
じ
iγ
じ
円
、
戸
時
定

詰
部
・
つ
く
し
看
譲
掃
家
政
婦
紹
介

所
・
平
即
時
ロ
タ
リ
ク
ラ
フ
各

一
万
円
、
生
日
帥
八
幡
フ
ロ
ッ
ク
・
伊

藤
英
光
・
神
間
鹿
則
各
区
千
円

伊
藤
篤
世
・
ロ
人
会
各
一
千
円
、

内
村
ツ
ヤ
子
@
千
葉
光
男
各
一
一
万

マ
交
混
濁
兇
へ

目
見
正
治

日

い
ら
白
く
な
っ
た
樹
木
を
幹
(
あ

っ
)
棺
し
て
い
る
。
ふ
m
四息されるん一万

は
公
調
時
地
課
緑
政
係
(
内
線
開

五
)
へ
。

マ
お
譲
り
す
る
樹
木
き
b

ら
(
樹

笥

3
川
山
)
、
ま
さ
(
同
2

)

各
1

本

県動物館護センター(篭話58-3411)

では、やむを得ない事情で調えなくなっ

た犬、 3詰を引き取っている。

当日、矛日F司されLる主11立E日蓮主、メとの鍾2

本L、注射消翠、愛犬子帳を持参していた

だきたい 。引き取り車の停樽時間は 15分

間。

なお、犬、猫についての';t;-情、棺談や

野犬の捕獲依頼も向センターへ。

[ 3月23日(月) ) 9 : 25 
8 : 45 田村自治会館 9 : S5 
9 : ()S 大野公民館 10 20 
9 : 25 須賀公民館 10 : 
10: 35 沢公民館 l3 : 20 
[ 4汚 6日(月) J 13 : 域詰公民館

9 附 田村同町会館 14: 10 岡崎公民館

。日程 A 

3 fJl7ll (大)、"，，'i'

10時~12時駅北 Jゆ》
口、 20[1 (令) 10 ¥11(" 

時~15時四分紅持

パールロード、 26

Fi (本)10時~12

8寺野u色円、 31H

(火) 10時 ---15時

30分駅北11

く〉ご協力ありがとうごSいました(2月)
敬称略

広三士チタン工業、伊藤製パン、住友議機械 τ業、

平塚なでしこうイオンズクラブ、全盛農業技術セン

タ一、ウスミハム、 ιj産車体、塚・中郡薬剤部

会、?奇妙香料、平塚市i南ライオン ズ ク ラ ブ 、 不 二 家

M
君
の
お
母
さ
ん
は
、
友
達
め
、

と
あ
ま
り
遊
は
な
い

M
君
の
こ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
の
で
す
。

と
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

M
忍
に
は
少
し
で
。

小
学
校
に
入
学
し
て
、
幼
推
も
外
に
出
て
、
)
点
所
の
子
供
と
叩

閣
の
時
の
伸
の
良
か
っ
た
友
達
遊
ぶ
経
験
を
多
く
し
て
あ
げ
れ
日

と
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
は
、
遊
ぶ
楽
し
さ
も
増
し
て
く
む

っ
と
で
き
た
友
達
と
も
、
そ
う
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
し
刈

度
々
遊
ぶ
わ
け
で
も
な
い

M
君

た

。

仰

な
の
で
、
お
母
さ
ん
は
で
き
る
し
か
し
、

M
君
に
し
た
ら
そ
。

だ
け
外
で
遊
ぶ
よ
う
勧
め
ま
ん
な
お
母
さ
ん
の
思
い
と
は
逆
一

し

た

。

に

、

お

母

さ

ん

に

、

…

慢

の

こ

伽

一

ま
た
、
心
配
の
あ
ま
り
「
今
と
嫌
い
な
ん
で
し
ょ
一
と
甥
く
や
一

日
は
学
校
で
ど
ん
な
事
を
し
た
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
一
一

〉

F

1

h

激
ダ

?

M
活
に
す
れ
仙
…

国

語

捕

で

錦

繍

貯

の

は

無

理

に

だ

一

一

轟

曙

勢

一

誠

込

書

部

な

出

さ

れ

て

し

ま

一

一

議
離
輔
醐

y
d
J
d
、
円
相
、
鱒
翠
伊

1

伽一

磁
欝
腎
た
〆
…
姥
採
鞠
犯
し
う
よ
う
な
甲
い
い
川
一

語
趨
鰯
趨
耳
、
M

J

3

γ

£
牢
様
、

f
、
、
主
K

P

一

後

襲

弘

、

b
j
j
v
y
新
銭
が
あ
り
、
遊
ァ
ニ
一

七
日
消
円
基
一
一
町
長
一
一
一
線
弼
と
で
さ
ど
こ
ろ
中
一

円

ψ
一

。

崎

山

剤

事

駕

自

ニ

、

酬

一

円
、
毅
炉
偽
怒
沼

i
I
1
時
四
〉
力
不
安
に
さ
せ
竺
の
地
蔵
の
前
で
憎
-
侶
に
お
絡
を
あ
同
師
、

品
同
属
一
議
出
脚
す
数
ら
れ
て
い
た
の
竺
け
て
も
ら
い
、
主
人
た
ち
が
地
池
と
い
う
地
区
も
あ
り
ま
す
。

:
I
7

ぷ
事
湾
ィ
ー
で
し
た
。
。
一
蔵
を
拘
ぎ
出
し
、
鈴
川
に
か
け
て
一
一
掃
原
や
山
原
て
は
、
も
ら
ハ

の
」
一
だ
れ
と
滋
ん
だ
の
」
と
動
物
が
な
さ
で
、
つ
の
事
一
一
あ
る
大
正
犠
(
せ
き
の
上
流
に
き
た
水
と
お
札
芳
竹
さ
お
の
仲

間
聞
い
て
い
ま
し
た
。
向
か
楽
し
に
事
中
に
な
れ
る

M
君
の
良
さ
伽
一
沈
め
、

L
L
子
の
L
し
で
は
お
伝
寄
り
付
け
て
渋
田
川
の
中
に
包
て
、

か
っ
た
事
が
あ
っ
た
時
は
話
し
は
見
失
わ
れ
て
し
ま
い
苦
…
一
た
ち
が
位
ん
で
念
仏
宇
治
一
え
ま
し
た
ち
が
川
に
入
っ
て
こ
れ
に
」

て
き
た
ば
お
も
、
段
々
口
数
カ
カ
不
安
に
な
っ
た
特
に
、
「
お
と
た
。
念
仏
は
雨
が
降
る
ま
で
毎
日
掛
け
合
い
ま
し
た
。

少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
母
さ
ん
一
と
す
り
寄
り
、
け
え
史
続
け
ら
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
南
が
市
内
の
雨
乞
い
に
は
、
ほ
L

そ
し
て
、
あ
る
時

M
忍
に
、
ら
れ
る
お
母
さ
ん
で
は
な
く
な
ど
降
る
と
、
お
札
の
念
仏
を
唱
え
ど
い
く
つ
か
の
↑
刀
法
が
あ
り
ま

「
お
母
さ
ん
大
丈
夫
だ
よ
じ
僕
っ
て
い
た
の
で
す
。
む
一
か
ら
地
蔵
を
引
き
と
げ
、
地
区
内
が
、
大
山
閣
の
雨
乞
い
地
蔵
で
同

学
校
で
滋
ん
で
る
よ
」
と
守
口
わ
子
育
て
に
ド
安
を
感
じ
始
め
一
一
を
担
い
で
歩
い
た
あ
と
、
一
宮
場
さ
れ
る
の
は
、
川
に
沈
め
て
4

れ
た
お
母
さ
ん
は
ハ
ソ
と
U
た
た
符
に
、
思
の
前
に
い
る
子
供
町
一
一
市
に
一
一
院
し
た
と
い
い
ま
す
。
を
唱
え
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
明

そ
う
で
す
。
自
分
の
、
勾
配
が

M

と
ど
の
く
ら
い
気
持
ち
が
ひ
っ
竺
大
畑
で
は
こ
の
よ
う
な
雨
乞
い
地
蔵
と
念
仏
と
が
結
び
付
い
ザ

君
主
神
経
質
に
さ
せ
て
い
た
た
り
し
て
い
る
か
確
か
め
て
く
一
一
を
戦
前
ま
で
行
っ
て
い
た
と
伝
え
る
わ
け
で
、
地
蔵
信
仰
の
副
総

事
に
気
付
い
た
の
で
し
だ
だ
さ
い
。
子
供
が
き
っ
と
教
え
一
て
い
ま
す
が
、
あ
る
と
き
に
は
雨
を
と
重
な
関
係
に
あ
る
こ
と

入
閣
前
に
転
居
し
て
き
た
た
て
く
れ
る
は
す
で
す

U

や
一
乞
い
が
効
き
す
ぎ
て
大
雨
に
な
が
わ
か
り
ま
言
。

り
、
川
に
沈
め
と
地
蔵
が
下
流
に
(
噂
物
館
主
任
学
芸
呉
小
川
直
之
)
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